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返戻レセプトの取り込み・請求手順 
 

 

業務メニュー「４４総括表・公費請求書」をクリックします。 

下部メニューより「データ取込」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

「ファイルを選択」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レセプト返戻ファイルが保存されているフォルダよりファイルを選択し、「開く」をクリックします。 

※ 保存場所は医療機関によって異なります。返戻をダウロードした際のフォルダを選択して下さい。 
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「データ転送」(F10)をクリックし、ファイルを読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「DB 登録」(F12)を押し日レセに登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り込みが終了したら「戻る」で閉じて完了となります。 

 

※ 取り込んだデータは業務メニュー「43 請求管理」の「返戻一覧」(F5)で確認できます。 

 

取り込み後は返戻理由に応じて、保険・診療・病名等の修正作業を行って下さい。 
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返戻分の請求業務について 

 

「42 明細書」より返戻分のレセプトデータ作成を行います。 

返戻があった診療月での一括作成、若しくは個別作成で該当月のレセプトデータ作成を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「43 請求管理」をクリックし、診療年月・患者番号を入力します。 

 返戻データがある場合は「返戻データあり」と表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

請求年月、返戻年月を入力し，チェックボックスをクリックし「返戻有」にし，紐付けをします。 
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「返戻確認」(F10)を押すと返戻情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認後「戻る」を押し，「登録」(F12)を押して設定内容を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここまでの作業後、レセ電データを通常どおりの手順で作成します。 

※ 再請求分のデータは元の返戻データと紐付けされレセ電に記録されます。 

※ 記録された返戻データの確認は、レセ電ビューア等で確認を行って下さい。 


